
下中だより「となん」第１３号 令和７年５月１５日（木）

成美さんが発行した「気まぐれ本紹介だより」に
触発され、２階のミニ移動図書館に行ったところ、
「思わず考えちゃう（ヨシタケシンスケ）」に出会
いました。その中で気になった話題「できないこと
をできないままにするのが仕事」を紹介します。ぜ
ひ家族会議の議題で取り上げてみてくださいね。

★「ミニ移動図書館」から本を借りる人も増えてほし
いですね（書かれた名前が増えると嬉しいです）。

☆成美さんの「気まぐれ本紹介だより」で取り上げた
「成瀬は天下を取りにいく（宮島未奈）」は、続編
の「成瀬は信じた道をいく」もあります。こちらも
面白いので、読んでみてください。

【学校教育目標】
［知］自ら学ぶ意欲を持つ生徒
［徳］豊かな心を持つ生徒
［体］健康でねばり強い生徒
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「思わず考えちゃう（ヨシタケシンスケ）」から

「できないことをできないままにするのが仕事」

ここからは、もう少し深く、みなさんと考えすぎちゃ

おうということで、まずは、お仕事について。

できないことをできないままにするのが仕事ってい

うのは、ものすごく反論のありそうな言葉かなと、思い

ます。

できないことをできるようにするのが仕事だという

ふうに、言われてることが多い

ような気がするんだけれども。

例えば、作家の人なんか

は、要は自分ができないことっ

ていうのを、一つ強みにして

いる部分も多分あるはずで。

つまり、自分のできないこと

をできないままにしておくって

いうのが一つ、その人の作家

性みたいなものを保つことに

なるんじゃないのかなと、ちょ

っと思って、この絵を描いたん

です。

何でもできるようにするんじゃなくて、自分ができな

いことっていう短所を、どう長所に変えるかみたいな

部分が、案外、誰にとっても大事なんじゃないかなと思

って。

できないことをできないままにというのは、要は、自

分にないものを探すのではなくて、持っているものを

磨くみたいなことの、一つの言い方です。

僕のことで言うと、絵に色をつけるのが苦手で、ある

ときまでは悩んでいたけれど、人に任せちゃうことにし

たら、それ以外の部分に集中できて、いろいろとやりや

すくなりました。

だから、ここまできたら、僕なんかは、できないことは

本当にもうできないままでいいんじゃないのかなと思っ

てます。

自分のできないことをどんどんつぶしていって、でき

ることを増やしていくのが仕事の人もいるんだけれど

も、でもあえてそこをせずに、できないことをそのままに

するっていう覚悟の決め方、そういう立ち位置もひょっ

としてあるんじゃない

か。

そういうふうに思え

たら、すごく楽になる人

はきっといっぱいいる

んじゃないでしょうか。

何事もバランスなの

で、言い方が難しいで

すけどね。


